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第2回 定例研修会開催！

1月11日（金）に丸亀市のひまわりセンターで定例研修会がひらかれました。

今回の研修会は、「教育委員会との活動ベースつくり～SSW活用に向けて
取り組めることは何か～」をテーマに、当会会長の藤澤 茜さんによる実践報
告が行なわれました。

県の学校支援アドバイザーの立場でもある藤澤さんは、教育委員会担当
者とともに活動する過程で、SSWerがなぜ学校に必要なのか、その都度丁寧
に説明してこられたことを話され、それが教委のSSWerの理解につながって
いることが分かりました。20代の参加者からは、「改めてSSWerとして教育委
員会との連携、またそのベースになるSSWerの立ち位置を理解してもらうこと
の重要性を考える機会になりました」との感想がきかれました。

第3回 広がれ！こども食堂の輪！全国ツアー in かがわ

2月24日（日）に「第3回 広がれ！こども食堂の輪！全国ツアー in かがわ」が香川県社会福祉総合センター
で開催されました。当協会の会員が何名かパネラーやコーディネーター、スタッフとして参加していました。そ
のなかでご自身も「しうんまんまる広場」の運営にかかわっている柳田和代さんから当日の感想をいただき
ました！

香川県社会福祉協議会が主催する「第3回広がれ、こども食堂の輪！全国ツアーinかがわ」に参加しまし

た。今年度のテーマは“子どもを中心に置いた持続可能な地域づくりを考える”です。子どもに関わる行政関
係者や団体の方々・実際にこども食堂を開催している方々・こども食堂に興味のある地域の方々が集い、繋
がりを広げる場でもありました。

私の参加した分科会では①カフェを経営している②子どもクリニックで働いている③スクールソーシャル
ワーカーとして活動をしている３人の方々から発表がありました。それぞれの立場からこども食堂に参加し
ている子どもたちは異なりますが、運営資金の問題と学校とリンクしていく困難さは共通していました。いろ
いろな困難や課題を抱えながら地域に根差していくためには学校を含めた行政が地域と連携して共に進め
る仕組みづくりが必要だと感じました。

こども食堂の役割は貧困の子どもたちへの支援と思われがちですが、そうではありません。子どもたちは
こども食堂という居場所で地域の人達との関係とそこでの経験を積み上げていきます。しうんまんまる広場
でも時間はかかりますが着実に成長している姿が見られます。地域の大人たちも子どもから教えられること
がたくさんあり、子どもたちの方から地域の大人たちを繋いでくれているのかもしれません。学校がプラット
ホームと言われるように子どもたちの様子は学校が一番把握できていると思います。学校にいるスクール
ソーシャルワーカーがこども食堂を通して、地域と積極的に関わることで地域の活性化に繋がるのではない
かと思いました。

研修会風景



春の訪れが感じられる日々となりました。皆様、いかがお過ごしでしょうか。下記の編集広報委員メンバーで発行する最後の
ニュースレターとなりました。今年度1年間、さまざまな形で編集広報委員会の活動にご理解、ご協力ありがとうございました。
来年度はどんな1年になるでしょうか。5月には新しい元号がスタートする年でもあります。心機一転、委員は変わりましても、今
後とも編集広報委員会の活動を温かく見守っていただけると嬉しいです。
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第3回 定例研修会開催！

今回の研修会は現職会員のほか、来年度から新たにSSWerの職に
就く会員、これからSSWerを目指す会員らが参加して、グループワーク

の形式で行われました。
本年度の研修テーマ「SSWer再考」を、来年度のテーマ「SSWer活用」

にいかにつなげていくか、そのために今、私たちは何を考えるべきか。
企画運営委員を中心に、具体的な事例のロールプレイをもとにぞれぞ
れが自分の活動や思いなどを話し合うグループワークとなりました。

ひとつめのロールプレイでは「生徒が相談しやすいカウンセラー室に
したい」という思いで、あるアクションを起こしたことによる波紋が紹介さ
れ、参加者からさまざまな意見がきかれました。今回の研修会ではお
互いの具体的な実践内容が共有され、大変貴重な機会となりました。

実践活動報告集アンケートについて

昨年9月に実践活動報告集についてのアンケートを編集広報委員会にて実施しました。対象者は実践活動
報告集の活動報告を執筆する現職会員です。抜粋して報告します。

アンケートは半数以上の方から回答がありました。実践活動報告集をどのような形で継続していくかと
いう問いに対しては以下のようなご意見がありました。（同意見はまとめています）

○実務で活用できるようにしてほしい ○市町に出せるようなものにならないか
○研修のアンケート集計結果がほしい ○具体的な事例報告がほしい
○1年間の振り返りになるような内容にしてほしい ○年度ごとにテーマを決めてはどうか
○例えば10周年、などといった記念号をつくってほしい

お忙しい中、貴重なご意見をありがとうございました。今後の編集広報活動の参考にいたします。

事務局からのお願い

4月21日（日）9時半から香川スクールソーシャルワーカー協会の総会を開催します。場所は綾歌総合文化会
館アイレックスです。総会後は懇親会も予定しています、ぜひご参加ください。

3月8日（金）、丸亀市のひまわりセンターで今年度最後の定例研修会がひらかれました。


